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敬老優待乗車証（敬老パス）は、お年寄り

が買い物や通院などの際に交通機関を無料で利用できる

制度です。私は、お年寄りの「出掛けたい」という気持ちを最

大限に尊重し、この制度自体を廃止することは考えていません。し

かし、近年、高齢化が進み、制度を維持するための費用が大幅に増加

し、今のままの制度を維持できるか危ぐしています。

今回の特集では、制度の現状や課題を幅広い観点から紹介し

ます。存続していくためにはどうあるべきかを一緒に考

えていただきたいと思います。

敬
老
パ
ス
っ
て
な
あ
に
？

敬
老
パ
ス
は
、
正
式
に
は
敬
老
優
待
乗

車
証
と
い
い
、
本
市
に
住
民
登
録
、
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
七
十
歳
以
上
の
方

が
、
地
下
鉄
や
市
電
、
市
営
バ
ス
の
ほ

か
、
市
内
の
民
間
バ
ス
を
無
料
で
利
用
で

き
る
も
の
で
す
。

昭
和
五
十
年
に
市
営
バ
ス
と
市
電
の
二

つ
の
公
共
交
通
機
関
で
始
ま
っ
た
敬
老
パ

ス
制
度
は
、
昭
和
五
十
一
年
に
地
下
鉄
、

昭
和
五
十
三
年
に
は
中
央
バ
ス
、
国
鉄
バ

ス
（
現
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
北
海
道
バ

ス
）、
じ
ょ
う
て
つ
バ
ス
に
利
用
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
制
度
開
始
時
の
対
象

者
は
三
万
七
千
人
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

高
齢
者
の
数
が
増
加
し
、
現
在
は
二
十
万

人
に
。
こ
の
制
度
は
当
初
、「
長
寿
の
お

祝
い
」
の
意
味
が
強
か
っ
た
も
の
の
、
今

で
は
家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
外
で
体
を
動

か
し
健
康
を
保
つ
た
め
の
役
割
が
強
く
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
に
は
、
学
識
経
験
者
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
代
表
者
な
ど
か
ら
な
る
懇
話
会

で
制
度
の
見
直
し
を
検
討
。
平
成
十
年
九

月
に
は
、
入
院
や
寝
た
き
り
で
実
質
的
に

利
用
で
き
な
い
方
に
も
一
律
に
パ
ス
を
届

け
て
い
た
方
法
か
ら
、
希
望
す
る
方
が
地

区
会
館
な
ど
で
交
付
を
受
け
る
方
法
に
変

わ
り
、
現
在
は
七
十
歳
以
上
の
約
八
割
の

方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
有
効

期
間
を
一
年
か
ら
二
年
に
延
ば
す
な
ど
、

手
続
き
の
簡
素
化
も
図
ら
れ
ま
し
た
。

制
度
が
で
き
て
今
年
で
２８
年
目

うえ だ ふみ お

札幌市長 上田文雄

敬老パスの交付会場風景

利用できる公共交通機関
◎地下鉄
◎路面電車
◎市営バス
◎中央バス
◎ジェイ・アール北海道バス
◎じょうてつバス
◎夕鉄バス
◎藻岩山ロープウェイ
（民間バスは市内路線に限る）

敬
老
パ
ス
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

高
齢
福
祉
課
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）２
９
７
６
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